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１. 研究計画の概要 
本研究は、申請者が育成した世界初のナシ自
殖 F2 集団（‘おさ二十世紀’Ｘ‘慈梨’、‘お
さ二十世紀’Ｘ‘Max Red Bartlett’）を材
料にして、果実の品質の重要な決定因子であ
る味の因子、糖度、糖組成、酸度などの有用
形質および病害抵抗性に関するマーカー開
発を行い、育種現場で実際に適用し、新品種
開発に役立てることを目的とする。 
２. 研究の進捗状況 
 ナシ果実に蓄積する糖の種類は品種によ
って大きく異なっており、このことが食味
に大きく関わっている。特にスクロース含
量と食味には高い関連性が示唆されている。
スクロースの分解に関わる酵素であるニホ
ンナシのインベルターゼ（AIV）をコードす
る遺伝子（PpAIV1、2）のうち、成熟期のス
クロース代謝において重要とされる
PpAIV2 の品種間のゲノム構造の差異およ
び遺伝子の発現解析を行った。DNA ブロッ
ト分析の結果、品種間で極めて多くの多型
が見られ、さらに各グループ間のバンドパ
ターンに差異が見られた。中でも 4kbおよ
び 3kb付近に位置するバンドは中・低蓄積
型の品種に特異的に検出され、高蓄積型の
品種には全く見られなかった。したがって、
これら二つのバンドは高蓄積型と中・低蓄
積型の品種を判別することが可能であると
考えられ、スクロース低蓄積型判別マーカ
ーとして利用できる可能性が示唆された。
これをさらに PCR を用いたより簡便な CAPS
マーカー化した。したがって、これら二つの
バンドはスクロース低蓄積型判別マーカー
として利用できることが明らかとなった。さ

らに黒星病、黒斑病に関しても連鎖し、Ｍ
ＡＳに利用できるマーカー化ができた。 
 
３. 現在までの達成度 
○2

 
おおむね順調に進展している。 

果実の品質の重要な決定因子である味の因
子のひとつである糖組成についてマーカー
が利用できる状態になり、さらには重要病害
である黒星病、黒斑病に関するマーカーの
開発に成功した。 
 
４. 今後の研究の推進方策 

今後、果実有用形質をマッピングしていき、

果実品質に利用可能なマーカーを順次開発

していく必要がある。 
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